
みんなで踏み出そう！
まちづくりへの第一歩

まちづくり推進事業補助金（新田町）

やってみっべ活動支援補助金活用事業
平成２８年度 採択事業（順不同）

地域

団体

　新田町町内会では、「まちづくり推進事業補助金」を活用しながら、あ
らゆる機会や活動を通して地域住民の交流を図っています。
　６月１２日に開催された「隣組対抗グラウンドゴルフ大会」は、「世代を
超えて参加・交流できるレクリエーションを」との声で始まり、今年で２６
回目を迎えました。今では恒例行事となり「たくさんの人と交流できる年
に１度の楽しみ」と話す方もいらっしゃいました。
　橋本秀郎会長はじめ役員の皆さんは、「東日本大震災や今年４月の熊本
地震など、災害の発生により地域の結びつきの大切さを再認識しました。『自
分たちの地域は自分たちで守る』という意識で、万が一の時は互いに助け

　新田町は、町東側に位置する、
人口４８６人（１６５世帯）の地域です。
（平成２８年５月末現在）

中　山　町

隣組対抗グラウン
ドゴルフ大会の様

子

※今後も、随時各地区等の地域づくりの取組みを紹介します。次回は柳沢町内会をご紹介します。

団　体　名 区� 分（※） 活　動　内　容

いずみＦの会 ジャンプ
　ひまわり温泉ゆ・ら・らや総合体育館などの施設周辺に花の
植栽とプランターの設置を行い、町の美化と、施設を利用す
る方に対するイメージアップを図る。

柳
やん
沢
くさ
もりあげ隊 ホップ

　少子高齢化が進む中、地元への愛着を深め「健康で明るく
暮らせる自分たちの居場所をつくる」ことを目的に、地元史
跡の勉強会や世代間交流イベント等を企画・実施する。

ひまわり風呂敷
倶楽部　　　　 ホップ

　町の花「ひまわり」を栽培・収穫し、収穫したひまわりで
風呂敷を染める。これらを町のイベント等で活用し、広く町
のＰＲを行う。

中山紅花保存会 ジャンプ
　柏倉九左ェ門家門前を紅花で飾り、さらに町内での紅花栽
培を広げる。開花期には、写真撮影会、写真展を開催するほ
か、健康食品の特産化を目指す。

中山町お箸の会 ホップ
　食を通し、町民が生涯心豊かに健康で過ごせることを目的
とし、食に関する講話や地元の食材を利用した調理実習等を
行う。

中山町シニアサロン
まじゃらっしゃい ステップ 　町民の健康増進と介護予防活動を図ることを目的に、介護

予防体操教室や、健康相談会、交流会などの開催を行う。

中山町かぶと虫
ふれあいクラブ ジャンプ

　自然のかぶと虫の産卵場を設置し、幼虫を採取して子ども
たちに配布する。また、かぶと虫ハウスで子どもたちにかぶ
と虫に触れてもらう。

グループ６６２ ステップ
　豊田小学校の桜並木のライトアップを実施する。これに合
わせて売店を設置し盛り上げるとともに、町外にも町のＰＲ
をする。

※�この制度は同一事業で最長３回活用することができ、区分とは本補助を受ける回数の区分です。（ホップは初回、ステッ
プは２回目、ジャンプは３回目を表します。）
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合わなければなりません。そのため、普段から交流を深めておくことが大
切と考えており、交流事業を継
続しています。町内会では、よ
り良いまちにするために、地区
としての意見を集約し、地域づ
くりに結びつけることができれ
ばと思っています」とまちづく
りへの意気込みを語ってくださ
いました。
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